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【はじめに】特発性血小板減少性紫斑病は､人間では特定疾患として認定された国指

定難病医療費等助成対象疾病となっている。豚においては希な疾病で、その発生報告

例は少ない｡2015年9月､この疾病が疑われる皮膚出血斑を呈した哺乳豚の死亡事例が

発生し、病性鑑定を実施したので報告する。

【農場概要及び発生経過】母豚 頭規模の一貫生産農場。農場は母豚と子豚肥育の２サ250

イトシステムで､農場主及び息子等従業員の 人で経営。 腹 頭（ 日齢）に皮膚の出4 1 12 8

血紫斑がみられそのうち 頭が死亡､翌日に 頭死亡。また､新たに 腹 頭（ 日齢）5 2 1 10 8

において同症状で 頭死亡。2

【材料および方法】発症同腹哺乳豚･母豚、続発同腹哺乳豚・母豚、同居豚について発症

時と ヵ月後に採血し、血液検査を実施。また、死亡哺乳豚 頭について病理解剖を実施1 2

し、ウイルス学的検査では、脳・扁桃・肺・顎下リンパ節についてウイルス分離及び日本

JEV PRRSV 2脳炎ウイルス（ ・豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス（ ・豚サーコウイルス） ）

型（ Ⅱ）の遺伝子検索｡扁桃及び腎臓については豚コレラウイルス(豚ｺ )抗原検出｡PCV V

病理学的検査を主要臓器・脳・脊髄・リンパ節について実施｡細菌学的検査は､定法に従

い､主要臓器・脳､小腸内容物について実施。

【検査成績】

1.病理所見：脊髄､脳及び心臓の筋線維間及び心外膜に出血巣が散在｡腎臓に点状出血､リ

ンパ節(顎下､腸骨下､肺門)が赤く腫脹し､皮下にも出血巣が散在。小腸に血様内容物。

2.血液検査：発症同腹哺乳豚では平均値で､血小板数 ㎕､赤血球数 万 ㎕と顕著な8,333/ 142 /

減少がみられ､続発同腹哺乳豚では平均値で血小板数 ㎕､白血球数 ㎕､赤血球131,000/ 2,700/

。 、 。数 万 ㎕と各項目で減少傾向を示した なお､ ヶ月後の採血では 回復傾向にあった268 / 1

3.ウイルス学的検査： ､ ､ Ⅱ遺伝子は陰性｡豚ｺ 抗原も陰性で感染を示すJEV PRRSV PCV V

所見は確認されず｡

4.細菌学的検査：主要臓器・脳からは有意菌は分離されなかったが､小腸内容物より 頭1

Clostridium C.p 10 CFU/ml 1 Clostridium 2 10 CFU/mlで ( )１ ､別の 頭で 属菌がperfringens × ×６ ４

検出。検出菌の薬剤感受性試験の結果、 菌種ともｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ､ｱﾓｷｼｼﾘﾝ等に感受性｡2

【まとめ及び考察】

聞き取り調査から､殺鼠剤中毒は否定され､病性鑑定結果からも各種疾病が否定されたこ

とから、血小板減少性紫斑病と診断。本症例では､ が分離され有効なｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ等薬剤投C.p

与を指導し症状の改善がみられたことから今回の症例に､ が何らかの形で関与していC.p

ると推察された｡今回の事例のように 分離は血小板減少性紫斑病を呈する豚からの C.p

国内初である｡ヨーロッパでは､この 潜在的経済損失が問題になっている。疾病における

今後はこの情報を生産者に提供し、速やかに対応できる体制を作りたい。


